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  主主日日礼礼拝拝説説教教よよりり  

｢神に背負われている者として｣ 

イザヤ書 第 46章 1～13節 

  牧師 小林克哉 

 

「同じように、わたしは 

あなたたちの老いる日まで 

白髪になるまで、背負って行こう。 

わたしはあなたたちを造った。 

わたしが担い、背負い、救い出す。」 

（4 節） 

預言者を通し、主なる神はその民に

約束されました。預言者はこの言葉の

直前に、主のお言葉

として次のように告

げています。 

「わたしに聞け、 

ヤコブの家よ 

イスラエルの家の 

残りの者よ、共に。 

あなたたちは生まれた時から負われ 

胎を出た時から担われてきた。」 

（3 節） 

この時、神の民イスラエルはバビロ

ニア帝国によって滅ぼされ、残りの者

がバビロンで捕囚の民となっていまし

た。預言者たちが悔い改めなければ、

自らの罪により滅びることになると呼

びかけ続けたにもかかわらず、神の言

葉に従わなかった結果です。預言者を

通して神が語りかけ続けられたにもか

かわらず、民は偶像から離れず、神の

教えに従いませんでした。人は、自ら

の罪や過ち、それまでの歩みがもたら

す結果を背負って生きねばなりません。 

主なる神は、残る者に向かって、「も

うお前たちは見捨てた」とは言われな

かったのです。その罪にもかかわらず、

最後まであなたたちを背負って行くと

約束されたのです。罪の断罪ではなく、

罪の赦しによる、にもかかわらずの約

束です。イエス・キ

リストの十字架に

よって示された神

の憐れみは、罪を赦

し、最後までその民

と寄り添い続ける、

いや背負い続けてくださる神の愛なの

です。十字架こそ神がその民の罪も死

も、そのすべてを背負ってくださった

お姿そのものです。 

9 月第 3 主日は敬老の祝いがありま

した。信仰熱心に生きてきた者は、自

分が教会を背負い、家族の信仰を背負

って歩んで来たと言ってもよさそうな

ものです。しかし神に背負われてきた

と言われる。余り熱心だったとは言え

ない者は、そんな自分の歩みにもかか

わらず、神は背負ってくださったと言

う。ここに神の民とされたキリスト者

の幸いがあるのです。   アーメン 


